
 日越大学構想案 
 

  （注）本資料は、当フォーラムが大学部会（フォーラム設置）での検討を経て、                      
日越両国の関係者にご説明しておりましたフォーラムの構想原案です。 

平成27年9月現在 

 

一般社団法人 

日本ベトナム経済フォーラム 

 



日越大学構想経緯 
• 平成18年、日越友好議員連盟は、二階俊博座長(当時)の下大学設立等の検討を行い、安倍首相とズン

首相の共同声明(同年10月)に,、3大案件の１つとしてHHTP（ホアラック・ハイテクパーク）を盛り込む。 
• 平成22年、チュオン・タン・サン国家主席(当時、党常務)より、日本ベトナム経済フォーラム幹部に「立派

な大学はできないか」（場所はHHTP）との提案、有数の大学関係者を中心に検討開始。 
• 国際協力機構（JICA）は、24年末、「日越大学構想に係る情報収集・確認調査」の実施を決定。 
• 平成25年、二階俊博会長、トー・フイ・ルア越日友好議連会長及び武部勤日越議連特別顧問をはじめと

する両国友好議員連盟により40周年記念事業として日越大学構想の調整が進められた。 
• 3月から6月、武部勤特別顧問が、サン国家主席、ルア議員連盟会長、グエン・スアン・フック副首相、グ

エン・ティエン・ニャン副首相他と調整、「HHTPにおいて日越大学を速やかに設立すること」につき合意。 
• 9月、武部勤特別顧問がズン首相と会談、日越大学構想を提案。ズン首相は、「大変歓迎する。越日の

友好、本年は40周年。大学構想を高く評価する」と応じられた。 
• 12月10日、日越友好議員連盟は「日越大学設立に関する決議」を行う。 
• 12月15日、安倍晋三内閣総理大臣及びズン首相の日越首脳会談で、「日越大学構想の早期実現」につ

き合意。 
• 平成26年2月21日 武部特別顧問はルア越日友好議員連盟と会談を行い、越大学構想に対する越日友

好議員連盟の全面的な支持を確認。 ヴー・ドゥック・ダム副首相とも構想推進を確認。 
• 3月11日、 本邦大学と政府関係省等により構成される日越大学コンソーシアム編成会合の開催。 
• 3月17日、ズン首相が越日大学の設立について承認。 
• 3月18日、サン国家主席(大統領)が国賓として来日(16日～)、18日の国会演説で「越日大学構想を高く評

価する」と述べた。同日、日越共同宣言で「両国政府として協力する」ことを明記。 
• 7月21日、日越大学設立のベトナム政府首相決定 
• 8月中旬、JICA調査開始（日越大学構想に係る調査、2016年9月開講予定） 
• 8月下旬、武部特別顧問はサン国家主席、ダム副首相他と会談、日越大学構想に向けた強い決意を確

認。サン国家主席とダム副首相は年内着工と行程表作成等指示を表明。 
• 11月4日、日越大学構想セミナー（ＪＩＣＡ主催）開催：世耕弘成内閣官房副長官他ご出席 
• 12月20日、日越大学起工式（ハノイ、サン国家主席、ルア議連会長、ダム副首相他ご出席） 
• 平成27年2月23日、自由民主党日越大学推進議員懇話会（二階俊博最高顧問、河村建夫会長）発足 
• 4月15日、上記懇話会において世耕官房副長官は総理官邸タスクフォースの発足等につきご報告。 
• 7月3日、日越首脳会談において構想推進を確認。世耕官房副長官も構想推進を表明。                  
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ＶＪＵサステイナビリティ学院
開校（大学院修士課程） 

キャンパス等確保：VNU, Hanoi内 

＋一部VNU近辺で確保 

教授等派遣：長期、短期等 

カリキュラム、大学の組織・運営
等の検討 

学生数：160名～？(大学院） 

大学院博士課程・大学学部
の順次開設 

・分野別講座・研究科の整備 

・研究所、人材育成組織、産
学連携施設等の開設 

・各種人材育成プログラム・訓
練コースの拡充 

・フォーラム・シンンポジウム
等の主催 

施設：ホアラック・キャンパス
順次稼働、市内サテライト・
キャンパス稼働 

学生数：1000名～ (内大学院
700名程度） 

日越大学の総合大学（・学
部）4系（人文社会系・自然科
学系）体制の確立 

・研究所、産学連携施設等の
拡充 

・各種人材育成プログラム・訓
練コースの拡充 

・フォーラム・シンポジウム等
の開催 

施設：ホアラック（ＶＮＵキャン
パス、ＨＨＴＰキャンパス）、市
内サテライト・キャンパス 

学生数：6000名程度(大学院
2400名程度を含む）、多数の
実務研修生・研究所等のス
タッフ等 

日越大学構想の今後の予定（現況） 

2016年秋 
日越大学サステナビリ
ティ学院（修士課程） 
開校（ＪＩＣＡ直轄事業） 

～2020年頃 

2025年頃 

企業等の協力や投資等を得つつ、企業へのサービス提供等を行いながら 
独立性の強い産学官連携を軸とした総合国際大学・大学院に「順次」育成 

日越大学の全体計画（マスタープラン）作成に向けた協力
及び本年7月に具体的方向性を表明予定（ズン首相訪日） 
（総理官邸タスクフォース、日越大学推進議員懇話会） 



 日越大学構想 
（ベトナム国家大学ハノイ校の傘下の独立した大学・大学院） 

インフラ・ 
エンジニアリング系 

 バイオ・医療・ 
生命科学系 

 企業経営・ 
マネジメント系   

ベトナム側 
 

ベトナム国家大学ハノイ校  

 
日本側(大学コンソーシアム） 

東京大学、京都大学、筑波
大学、大阪大学、立命館大
学、早稲田大学、近畿大学、
拓殖大学、北陸先端大学院、
昭和女子大学等（追加有、

順不同） 

担当
大学 

担当
大学 

担当 
大学 

日本科・地域研究・公共
政策系 

使用言語 
 

日本語 
ベトナム語 
英語 

 

担当 
大学 

４ 学群（自然科学及び人文社会科学）を基本とする国際総合大学・大学院 

ナノ・情報・ 
遠距離通信系 



• 国際水準の大学ーアジアでトップクラスに入
る質の高い教育 

• リーダーの育成ーベトナムの発展と両国関係
の促進をけん引する人材の養成 

• 高度な専門家・技術者の育成ー日本の技術
や経験をベースとした実務的実践的教育 

• 学際的な課題解決型の人材育成 

• 日本企業のニーズに応じた即戦力の人材の
育成 

 

 

２ 日越大学の基本方針案 
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３ 大学の教育内容の特色 

• リベラルアーツ（基礎的専門教養）重視 

• 実務的・実践的で魅力のあるカリキュラム・講
座編成 

• コミュニティ形成指向の教育・研究 

• 多様なニーズに応える大学/大学院サービス 

• 日本流の人材育成と就職指導・斡旋 

• 日本語教育環境 

• 英語教育の徹底とグローバル教育の推進 

• 施設・設備、ICT等の先進的環境整備 

6 



   ４学群の構成案 
（4学群、12学系＋リベラル・アーツ） 

A1 
A2 

A3 

B1 

B2 

B3 

C3 

C2 C1 

D1 

D2 

D3 

Biological and Environmental Sciences  
A1 

A2 

A3 

Advanced Material, Pharmacological and Nano-Sciences 

Public Health Management, Medical 
Support Sciences , Regenerative Medicine 

B1 

B3 

B2 

Anthropology, Arts and 
Culture,  Design and 

Architecture  

Geography,  Area 
Studies, Urban 
and Regional 

Planning  

International 
Law and Policy 

Science  

Group of  HUMAN SCIENCE 

Group of BIO-MEDICAL SCIENCE 

D1 
Tourism, Hospitality 

and Heritage 
Management 

D2 MNCs, SMEs and 
Collective Enterprise 

Management 

Freight, Logistics and 
Supply Chain 
Management 

D2 

C1 

Group of  MANAGEMENT SCIENCE 

Group of ENGINEERING  SCIENCE 

Energy, Transport,  
Lifelines and 

Infrastructure 
Technologies 

C2 
Robotics, Automotive 

and Marine 
Engineering 

C2 NEMS/MEMS, Informatics and Telematic Technologies  

備考：各学群は 
3専攻   で構成。 

リベラｌル 
アーツ 

各学群の 
専門基礎  

C群 

B
群

 

A群 

D
群

 

例
示 

VJU 



 

 

(30ｋｍ） 

ハノイ中心部 

ホアラック 
ハイテクパーク 
（1568ha) 

資料：Hoa Lac Hi-Tech Park Management Board, “HOA LAC HI-TECH PARK” 

タンロン高速
道路（開通） 

建設省所管 
（1200ha) 

ベトナム 

国家大学 

ハノイ校 

(1000ha) 

５ キャンパス展開案‐ハノイ市ホアラック 
（HHTP（ハイテクパーク）、VNU, Hanoi（ベトナム国家大学 

ハノイ校）移転予定地及び市内サテライト・キャンパス） 

市内サテライト 
キャンパス（案） 
（現VNU内、 

日越センター構想） 

キャンパス 
（HHTP及び VNU
移転用地内） 
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（参考）日越大学 ホアラック・キャ

ンパスの予定地について（平成
26年春、ベトナム政府決定） 

VNU, Hanoi 

ベトナム国家大学ハノイ
校移転予定地(1000ha) 

HHTP 
ホアラック・ハイテクパーク 

(1568ha) 

ベトナム建設省所管
(1200ha) 

VNU用地内 
60ha 

HHTP
内 

25ha 

３km 

ＨＨＴＰ及びＶＮＵ内 
計85ha 



 

 

 

 

６ 日越大学の産学（官）連携案 
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大学課程 
4年 

大学院修士課程2年 
（博士前期） 

高等専門
学校 
（5年）等 

企業・団体の
研究所/試験・
調査機関/人材

育成機関・研
修所等 

大学研究
所（セン
ター等） 
・ 

日本語・ 

日本文化
センター 

講師・研究者等
派遣/インターン

シップ等 

教員の育成 
講師派遣等 

日越の大
学/各種学
校/多様な
人材育成 
機関等 

連携 

日越大学 
（学生数6000名程度） 

日越大学 
ファンド 
(仮称） 
及び 
企業等 

建設・運営のサポート（カリキュ
ラム編成、プログラム運営を含

めての多様な協力） 

大学院博士課程3年 

連
携 

連携 防災・環境研
究所/宇宙関
連研究所/人

材育成機関・
研修所等 

連
携 

日越大学/大学院内 



７ 産学（官）連携２：日越ファンド(仮称）運営スキーム
（各種人材育成及び民間の資金・ノウハウ等の活用） 
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日越大学ファンド 

大学の基本機能 

病院・介護施設等 

スポーツ・イベント施設等 
中小企業・自治体等 
ための事業活動拠点 

住宅・居住環境整備 

鉄道・バス等の交通
手段の確保等 

ホテル・会議場等の
誘致・経営等 

・ ・ 

各分野の技術者・専門家、 
高度な職業訓練等 

教育・人材育成が基本事業 

・ 
・ ・ 

・ 

企業等の研究所・
人材育成機関等 

 サテライトキャンパス 

（ハノイ中心部に立地） 



８ 産学（官）連携３：日越大学の施設整備 

• 本部棟（研修施設・展示施設(Museum)等）：ＶＮＵ 
• 大学・学部棟：ＶＮＵ 
• 大学院・研究科棟：ＨＨＴＰ⇒ＶＮＵ 
• サテライト・キャンパス：ハノイ市内（VNU, Hanoiのキャンパス内(案））  
• 図書館（24時間対応、電子図書館を含む）：ＨＨＴＰ、ＶＮＵ 

• 学生交流センター（日越レストラン・食堂、中小会議場、店舗等）：Ｈ
ＨＴＰ、ＶＮＵ及びサテライト・キャンパス 

• 産学連携センター（実務研修・訓練センター、複数）：ＨＨＴＰ 
• 新規事業振興センター（インキュベーター・センター）：ＨＨＴＰ 

• 大学ホール（講堂、大規模イベント・会議会場）：ＨＨＴＰ、ＶＮＵ、サテ
ライト・キャンパス 

• 各種の運動場・スポーツセンター：ＨＨＴＰ、ＶＮＵ 

• 研究者・教師・講師等の長期・短期宿泊施設及び学生宿舎：ＨＨＴＰ、
ＶＮＵ 

（注）HHTP: ホアラック・ハイテクパークに立地、VNU:VNU, Hanoi 移転用地に立地。   
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(参考１） 日越大学設立コンソーシアム編成会合 
(平成26年3月１１日発足、現在休会中（ＪＩＣＡに協力中）） 

１ 目的（抄） 
国際協力機構（JICA）の調査等にお
いて日越大学の設立に向けて検討
を進めてきた大学関係者と外務省、
文部科学省、国土交通省、経済産
業省及び国際協力機構（JICA）の政
府関係者のご出席を得て、ベトナム
側のカウンターパートとなる日本側
日越コンソーシアム編成会合(以下、
「会合」という)を開催する。 
２ 構成員 

• 日越大学の設立に向けて検討を
行ってきた大学及び積極的な参
加と貢献が期待できる日本の大
学 

• 外務省、文部科学省、国土交通
省、経済産業省及び国際協力機
構（JICA）をはじめとする日本政
府関係省等 

• その他日越大学設立に向けて必
要と認められる企業及び民間団
体等 
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コンソーシアム編成会合構成員（順不同） 
・京都大学 
・東京大学 
・筑波大学 
・大阪大学 
・名古屋大学 
・北陸先端科学技術大学(調整中） 
・奈良先端科学技術大学(調整中） 
・立命館大学 
・早稲田大学 
・近畿大学 
・拓殖大学   
・昭和女子大学   （追加あり）  
  
・外務省 
・文部科学省 
・国土交通省 
・経済産業省 
・国際協力機構（JICA） 
  
・一般財団法人 東亜総研 
・一般社団法人 日本ベトナム経済フォーラム 
（事務局） 



（参考2）日越サステイナビリティ学大学院の概要 
（2016年秋開校予定、ＪＩＣＡ直轄調査より） 
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